
 

 

第２期 

阿蘇市まち・ひと・しごと創生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年３月１９日（策定） 

令和６年９月２７日（計画期間延長） 

令和７年６月２０日（計画期間再延長） 

阿 蘇 市 



第 2 期 阿蘇市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

（目次） 

Ⅰ．基本的な考え方 

（１）趣旨・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

（２）基本目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

（３）計画期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

（４）国の総合戦略との関係・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 

 

Ⅱ.阿蘇市の現状と将来推計 

１．人口と世帯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 

２．将来推計・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6 

Ⅲ．今後の施策の方向 

１．政策の基本目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7 

(1)成果（アウトカム）を重視した目標設定 

(2) ４つの「基本目標」 

２．政策パッケージ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

３．施策目標と検証・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

４．戦略実効性の確保・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

 

Ⅳ．「経済」の活性化による地域の活力創造 

１．政策パッケージ１：移住定住の促進による選ばれる地域戦略・・・・・・・・・・・9 

 （ア）移住定住総合支援の構築 

２．政策パッケージ２：産業振興による活力ある地域戦略・・・・・・・・・・・・・・9 

 （ア）農林業従事者の担い手育成・確保 

 （イ）農地の有効利用の促進と経営支援 

 （ウ）地域産業の育成・支援 

３．政策パッケージ３：阿蘇ブランドを活かした魅力ある地域戦略・・・・・・・・・・11 

 （ア）地域資源を活かした新たな観光需要の喚起と受入れ環境の強化 



４．政策パッケージ４：未利用資源の活用による地域戦略・・・・・・・・・・・・・・12 

 （ア）地域循環型の新エネルギー産業の促進 

 （イ）地域を取り込んだ草原・森林景観の維持保全活動の促進 

 

Ⅴ．「福祉・生活」の充実による選ばれるまちの創造 

１．政策パッケージ５：結婚・子育て世代の希望を叶える地域戦略・・・・・・・・・・13 

 （ア）出産、育児の負担軽減 

 （イ）安心して子育てできる環境の充実 

２．政策パッケージ６：みんなに優しく安心してくらせる地域戦略・・・・・・・・・・14 

（ア）住みやすい生活環境と交通の充実 

 （イ）遊休公有施設の利活用 

 （ウ）地域一体となった消防・防災体制の充実 

 （エ）広域連携による生活関連機能の強化 

３．政策パッケージ７：健康づくりと生きがいづくりの地域戦略・・・・・・・・・・・16 

 （ア）シニア世代の健康促進と地域コミュニティの強化 

 （イ）健康長寿の延伸 

 

Ⅵ．「教育」による人材育成と郷土愛の創造 

１．政策パッケージ８：ふるさとづくりの推進による地域戦略・・・・・・・・・・・・17 

 （ア）ふるさと発見づくりプロジェクト「阿蘇の魅力は無限大！！」 

 （イ）ふるさと応援づくりプロジェクト「阿蘇があなたを待っている！！」 

２．政策パッケージ９：学校教育の充実による地域戦略・・・・・・・・・・・・・・・18 

 （ア）選ばれる学校教育プロジェクト「阿蘇で学問の進め！！」 

 

 

 

 

 

 

 



1 

 

 

（１）趣旨 

総合戦略は、阿蘇市が将来の人口減少や少子高齢化が急速に進む社会情勢におい

ても高い持続性を確保していくことを目的として、阿蘇市人口ビジョンの将来展望

に基づく中期施策をまとめたものです。 

 この戦略は、本市人口減少の要因である若年層を中心とした転出超過による「社

会減」に歯止めをかけ、「仕事」と「人」の好循環による持続可能な地域社会の創造

を目指します。 

 

（２）基本目標 

 阿蘇市人口ビジョンでは、阿蘇市の将来人口予測と現状分析を基に、基本的な方

向と将来展望を以下に設定しています。 

 

【基本的な方向性】 

①「経済」の活性化による地域の活力創造 

   ②「福祉・生活」の充実による選ばれるまちの創造 

   ③「教育」による人材育成と郷土愛の創造 

 

【目 標 値】 

①２０６０年の将来人口は「２０，０００人」を維持する。 

②転入転出による社会増減の割合を±０に抑える。 

   ③現状の合計特殊出生率「１．７」を維持する。 

 

（３）計画期間 

  計画期間は、令和２年度から令和６年度の５ヶ年間とします。 

               令和７年９月３０日まで 

               令和７年度までの６ヶ年間 
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（４）国の総合戦略との関係 

将来的な人口減少に歯止めをかけ、「東京一極集中」の人口構造を是正するための

基本的な考え方や政策については、国が策定している「まち・ひと・しごと創生総

合戦略」に基づきます。 

 

◆第 2 期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本目標と政策 5 原則抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇まち・ひと・しごとの創生に向けた政策５原則 

人口減少克服・地方創生を実現するため、５つの政策原則に基づき施策を展開する。  

①自立性 ・・・構造的な問題に対処し、地方公共団体、民間事業者、個人等の自立につながる。  

②将来性 ・・・地方が自主的かつ主体的に、夢を持って前向きに取り組むことを支援する。  

③地域性 ・・・各地域の実態に合った施策を支援。国は支援の受け手側の視点に立って支援。  

④直接性 ・・・最大限の成果をあげるため、直接的に支援する施策を集中的に実施する。  

⑤結果重視・・・PDCAメカニズムの下、具体的な数値目標を設定し、効果検証と改善を実施する。 
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Ⅱ  
 

１．人口と世帯 

（１）総人口と世帯数 

 平成 27 年国勢調査による阿蘇市の人口の合計は、27,018 人です。 

昭和 55 年からの推移を見ると、３町村それぞれの人口は減少傾向にあり、昭和 55 年か

ら平成 27 年にかけて合計で 6,986 人が減少しています。 

 一方、世帯数の合計は 10,078 世帯となっています。昭和 55 年から平成 27 年にかけて 811

世帯増加しています。 
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（２）年齢別人口 
 年齢別に人口を見ると、平成 27年における 0～14歳の年少人口は 3,239人で全体の 12.0％

です。15～64 歳の生産年齢人口は 14,143 人で全体の 52.3％、65 歳以上の老年人口は 9,633

人で全体の 35.7％です。 

 年齢別人口について平成 7 年と平成 27 年を比較すると、年少人口及び生産年齢人口の

減少と老年人口の増加が顕著で、少子高齢化が進行しています。 

 特に老年人口割合の推移を見ると平成 27 年は 35.7％で、昭和 55 年から 22.5 ポイント増

加しており、急激に高齢化が進んでいるといえます。 
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（３）就業人口 

 平成 27 年の産業別就業人口割合は、第 1 次産業が 17.8％、第 2 次産業が 22.1％、第 3 次

産業が 59.8％です。同地域の基幹産業である第 1 次産業の人口割合は県平均と比較すると

高い割合を示していますが、昭和 60 年からの推移は減少傾向にあります。 
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２．将来推計 
 

（１）総人口 

平成 17・22・27 年の国勢調査結果を用いた推計では、令和７年の総人口は約 24,000

人まで減少すると想定されます。 

このため、既存の産業の育成や新産業の創出、都市機能の集積による魅力あるまちづ

くりを進めて、目標年度の令和７年度には人口 25,000 人となるよう計画的に取り組みま

す。 

 

（２）年齢別人口 

令和７年度の目標人口 25,000 人では、年齢別人口は、年少人口が 2,900 人、生産年齢

人口が 12,000 人、老年人口が 10,100 人と想定されます。 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）世帯数 

令和７年度の目標人口 25,000 人では、世帯数は 10,000 世帯と想定されます。 

 

 

 

 

 

（４）就業人口 

令和７年度では、全就業人口は 13,130 人と想定されます。 

 

◆世帯数の推計と目標世帯数 （世帯）
区　分 平成17年国調 平成22年国調 平成27年国調 令和7年推計 目　標
新　市 9,932 10,100 10,078 9,977 10,000

※時系列法による推計

◆産業別就業人口の推計と目標就業人口 （人、％）

実 数 構成比 実 数 構成比 実 数 構成比 実 数 構成比 実 数 構成比
全就業者数 14,564 100.0% 13,921 100.0% 13,516 100.0% 13,126 100.0% 13,130 100.0%
第１次産業就業者数 2,740 18.8% 2,414 17.3% 2,411 17.8% 2,408 18.3% 2,400 18.3%
第２次産業就業者数 3,069 21.1% 3,086 22.2% 2,997 22.2% 2,911 22.2% 2,900 22.1%
第３次産業就業者数 8,755 60.1% 8,421 60.5% 8,108 60.0% 7,807 59.5% 7,830 59.6%
※時系列法による推計
１） 分類不能分は、構成比により按分して含む。

目標就業人口
区　　分

平成17年国調 平成22年国調 平成27年国調 令和７年推計



7 

１．政策の基本目標 

（１）成果（アウトカム）を重視した目標設定 

  総合戦略では、政策の「基本目標」を明確に設定し、それに基づき適切な施策を

内容とする「政策パッケージ」を提示するとともに、政策の進捗状況について重要

業績評価指標（ＫＰＩ）で検証し、改善する仕組み（ＰＤＣＡサイクル）を確立す

る必要があります。 

  こうした観点から、政策の「基本目標」については、「阿蘇市人口ビジョン」を

踏まえ、総合戦略の目標年度である２０２５年度において、実現すべき成果（アウ

トカム）を重視した数値目標を設定します。 

 

（２）４つの基本目標 

  総合戦略では、以下の４つの基本目標を設定し、それを達成するための各種政策

により、人口減少克服に向けた取り組みを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標①】阿蘇市の産業を支え新たな雇用を創出する 

◆雇用創出数 

  ２０２５年度までの６年間の累計で、阿蘇市の生産年齢人口比率を３％向上させ

る。 

  

【基本目標②】阿蘇市へ新しいひとの流れを作る 

 ◆阿蘇市への移動による人口収支をプラスに近づける。 

  転入数：50 人増加、転出数：100 人減少 

◆年間観光入込客数を増加させ、宿泊・サービス業や商・農業の活性化を図る。 

観光入込客数を（国内 5%、海外 10%）増加   

【基本目標③】若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

 ◆阿蘇市に居住する 0 歳から 12 歳の子供を有する世帯の数を１０％増加 

【基本目標④】時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとと

もに、地域と地域を連携する 

 ◆２０２５年度の人口は、２５，０００人台を維持する。 



8 

２．政策パッケージ 

 基本目標の実現に向けて、阿蘇市人口ビジョンにおける基本的な方向性を踏まえた

政策パッケージにより、短期的なものだけでなく中長期を含む施策を提示します。 

 政策パッケージの遂行に当たっては、国の政策５原則（自立性・将来性・地域性・

直接性・結果重視）を基本とし、市民・民間団体・教育機関・金融機関等を含む産官

学金労の連携を促すことで、政策の効果をより高める工夫を行うこととします。 

 

 

３．施策目標と検証 

 各施策と重要業績評価指標（ＫＰＩ）は、６年後の基本目標達成向けて、具体的な

成果に係る数値目標をそれぞれ設定しています。 

 事業の進捗及び各ＫＰＩの達成状況については、産官学金労で構成する阿蘇市地域

計画会議において、客観的な視点に立った検証を実施しながら各施策の「質」を高め、

より効果的な事業実施に向けて取り組みます。 

  

 

４．戦略実効性の確保 

 各施策の展開に必要な財源については、国の地方創生交付金や国県補助事業等を最

大限活用していくほか、既存事業の再構築や官民の役割分担による事業推進を行いな

がら、持続性と実効性を高めていきます。 

また、持続可能なまちづくりや地域活性化に向けて取組を推進するにあたっては、

SDGs の理念に沿って進めることにより、地域課題解決に向けた地方創生の取組の一

層の充実・深化に繋げていく。 
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総合戦略「基本目標①」「基本目標②」の達成を目指す分野となります。 

「農業」「観光」「商工業」の担い手育成・支援や地域資源を活用した新たな産業創

出による「しごと」と、移住定住施策の展開による「ひと」の好循環による地域の活

力創造を目指します。 

 

 

◆政策 P１：移住定住の促進による選ばれる地域戦略 

 

●施策１：移住定住総合支援の構築 

子育て世代や若年層を対象として、本市に移住・定住するためのきっかけづくりに

取り組みます。民間及び多様な人材と連携した移住・定住の支援体制の構築と情報発

信の強化により人口誘導を図ります。 

 

【取 組】 

 ①移住定住総合窓口の整備と情報発信の強化 

 ②定住環境の整備と定住支援 

 ③Ｕ・Ｉ・Ｊターン者就業促進対策 

 

 【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

①空き家バンクを延べ登録物件数・利用者数 

②空き店舗に出店した店舗件数 

①物件数５０件、利用者数９０人 

②現状１１５件を１３７件に伸ばす 

 

 

◆政策 P２：産業振興による活力ある地域戦略 

●施策１：農林業従事者の担い手育成・支援 

生産性向上や高付加価値農業の推進を図ることで、農業経営の魅力を引き出し、多

様な担い手の確保・育成に取り組みます。併せて、農業所得向上のための技術及び生

産機能強化への支援や、道の駅等の地域物販施設及び観・商業との連携強化による域

内流通の促進を図ります。また、教育機関との連携により、農業の可能性を次世代に

伝える取り組みも促進します。 
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【取 組】 

 ①新規就農者支援体制の整備と情報発信の強化 

②集落営農機能の強化 

③農林業の経営安定化支援 

④「農商工観」連携による地域循環型農業の推進 

⑤農道、用排水施設等の農業生産基盤の整備促進 

 

【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

①新規就農者数 

②農業法人数 

①5 年間で３０経営体増加させる 

②5 年間で１０経営体増加させる 

 

 

●施策２：農地の有効利用の促進と経営支援 

農地集積や経営規模拡大による効率的な農業経営や６次産業化の取り組みを支援

することで、経営の安定化や地域雇用の増加を図ります。 

 

【取 組】 

 ①６次産業化の推進 

 ②法人化に向けた農業経営支援 

 ③農地集積の推進 

  

【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

担い手への農地集積率 農地の８２％を担い手に集積する 

 

 

●施策３：地域産業の育成・支援 

市内商工業及び商店街等の発展と就労人口増加を促すため、新たな産業進出や事業

拡大を支援します。また、産業競争力強化法に基づく「創業支援事業計画」に沿った

創業者支援についても、商工会及び金融機関等との連携により推進していきます。 

 

【取 組】 

 ①事業拡大、新分野進出、新規創業の支援 

 ②空き店舗の有効活用による商店街の活力創出 

 ③商工業者の後継者育成・支援 
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【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

①市内事業所従業者数 

②創業支援事業計画に規定する創業セミナーを受

講した新規創業者数 

①現状から５％増加させる 

②５年間で１０事業者 

 

 

◆政策 P３：阿蘇ブランドを活かした魅力ある地域戦略 

●施策１：地域資源を活かした新たな観光需要の喚起と受入れ環境の強化 

 世界認定を受けた「阿蘇グローバルジオパーク」の認知度向上と商品化を促進する

ため、資源を活用した滞在観光と外国人観光客の受け入れ環境強化を図ります。 

また、地域連携による効果的なプロモーション展開を図るため、観光推進体制の再

構築による観光振興マネジメント組織（DMO）や地域商社の整備を促進します。 

 

【取 組】 

 ①阿蘇グローバルジオパーク等の地域資源を活かした商品造成と販売システムの

整備 

 ②外国人受入れ環境整備の推進 

 ③草原資源等を活用した環境学習や教育旅行等誘致の促進 

 ④広域連携の強化や合同プロモーション等による効果的な旅行需要の喚起 

 ⑤二次交通網の整備による移動利便性の向上 

 ⑥滞在型観光促進のための情報発信機能の強化 

 ⑦自立型観光推進体制（ＤＭＯ）、地域商社等の整備・促進 

 

 

【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

①年間観光入込客数 

②年間宿泊客数 

①６００万人に伸ばす 

②８５万人に伸ばす 
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◆政策Ｐ４：未利用資源の活用による地域戦略 

 

●施策１：地域循環型の新エネルギー産業の促進 

再生可能エネルギーの有効利用による農林業の再生と、それに付随する新たな産業

化を支援することで、継続可能な循環型社会の創造とグリーン産業の創出による雇用

拡大を図ります。 

 

【取 組】 

 ①再生可能エネルギーの導入促進 

 ②地域資源を活かした循環型社会の促進 

 

 

【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

再生可能エネルギー・省エネルギー施設を

設置している施設数 
 現状１２件 ⇒ ２０件 

 

●施策２：地域を取り込んだ草原・森林景観の維持保全活動の促進 

阿蘇の広大な草原及び森林資源を未来に引き継ぐことを目的に、持続的な地域コミ

ュニティによる郷土保全の意識を高めるため、地域一体となった保全活動等の取り組

みを支援します。 

 

【取 組】 

 ①草原維持活動への支援 

 ②森林が持つ多面的機能の維持保全 

 

【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

野焼きボランティア受入牧野割合 現状４４％を５０％に伸ばす 
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総合戦略「基本目標③」「基本目標④」の達成を目指す分野となります。子育てや

福祉などの生活環境の充実と、防災など安心なまちづくりの推進により、市民の「居

住」対する満足度を高めることで、人口流出抑制と出生率向上を目指します。 

 

◆政策Ｐ５：結婚・子育て世代の希望をかなえる地域戦略 

 

●施策１：出産、育児の負担軽減 

 安心して子供を産み・育てることができるよう、地域や社会で子育てを支える環境

づくりを進めることで、子育て支援サービスの充実を図ります。 

 

【取 組】 

 ①地域子育て支援環境整備 

 ②子育て支援センターのサポート体制の充実と支援拡充 

 ③不妊・不育症への支援 

 ④多子世帯の経済負担軽減 

 ⑤「健康な体」「健康なこころ」を育てる支援 

 

【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

①待機児童数 

②ファミリーサポートセンター利用者数 

①通年での「待機児童なし」を目指す 

②現状１０６人を３２０人に伸ばす 

 

 

●施策２：安心して子育てできる環境の充実 

 子育て世代の就労と育児の両立をサポートし、安心して仕事・生活ができる家庭環

境と子供たちの健全な育成を支援します。 

 

【取 組】 

 ①子育て援助活動の充実 

 ②放課後児童クラブの支援拡充 

 ③病児保育の充実 

 ④子育て世代就労支援 

⑤ＤＶ等の早期発見と相談体制の充実 
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【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

放課後児童健全育成事業登録者数 現状２４１人を３２０人まで伸ばす 

 

 

 

 

 

◆政策Ｐ６：みんなに優しく安心してくらせる地域戦略 

 

●施策１：住みやすい生活環境と交通の充実 

 慣れ親しんだ地域で安心して生活ができるよう、買物や通院などに利用する交通手

段の確保と買物等不便地域の改善に向けて取り組みます。また、全戸に整備している

光ネットワーク機能を活かして市民サービスの深化に努めます。 

 

【取 組】 

 ①路線バス等再編による地域公共交通の再構築 

 ②交通・買物弱者等に対する環境の整備 

 ③光ネットワークを活用した行政サービスの拡充 

 ④快適な道路ネットワークの構築 

 

【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

路線バス・乗合タクシー利用者数 現状から１０％増加させる 

 

 

●施策２：遊休公有施設の利活用 

少子化や人口減少に伴う統廃合等により、本来の目的を終えた学校施設等の公共施

設について、民間を含めた地域の経営資源を生かし、新たな価値を生み出すなど、地

域活性化に資する有効利用の取組を推進します。 

 

【取 組】 

 ①遊休公有施設の再利用によるコミュニティ活動の充実 

 ②遊休公有地及び公有施設の民間利用の推進 
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【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

未利用公有地（施設）比率 １０％減少させる 

 

 

●施策３：地域一体となった消防、防災体制の充実 

 市民が安心して暮らせるよう、地域一体となった防火・防犯・防災意識の高揚を図

ることで、災害に強いまちづくりを推進します。 

 

【取 組】 

 ①防災・減災体制の充実 

 ②消防団及び消防施設の充実 

 ③災害に強いまちづくり 

 ④空き家対策特別措置法への対応 

 

【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

①自主防災組織率 

②防災訓練を実施した行政区数 

①現状１００％を維持する 

②実施率１００%を目指す（７０行政区） 

 

 

●施策４：広域連携による生活関連機能の強化 

人と経済の好循環が期待できる交通インフラ整備や市民サービスの向上を目的とす

る行政間広域連携の整備促進を図り、生活利便性を高めたまちづくりを推進します。 

【取 組】 

 ①連携中枢都市圏による市民サービスの向上と経済活性化 

 ②中九州高規格道路の整備促進による生活圏の拡大 

  

【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

阿蘇市への移動による人口収支をプラス

に近づける。   

転入数：50 人増加、転出数：100

人減少（2020 年比） 
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◆政策Ｐ７：健康づくりと生きがいづくりの地域戦略 

 

●施策１：シニア世代の健康促進と地域コミュニティの強化 

 高齢者が住み慣れた地域で安心した生活が送れるよう、保健や介護など地域住民の

連携による官民一体となった地域包括ケアの構築を進めながら、コミュニティ機能の

強化を図ります。 

 

【取 組】 

 ①高齢者の健康づくりと介護予防 

 ②高齢者の生きがい対策の充実 

 ③高齢者の生活環境の整備 

 ④地域コミュニティ活動の充実 

 

【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

①後期高齢者健康診査受診率 

②要介護（支援）認定者の割合 

①現状 17.4％を２０％程度に向上させる 

②現状 21.9％を１９．５％程度に抑える 

 

 

●施策２：健康寿命の延伸 

 市民が生涯にわたり健康な生活が送れるよう、健康長寿のまちづくりを目指します。 

 市民の「健康」に関する意識を高め、早期発見・早期治療による健康維持と医療費

抑制効果を促します。 

 

【取 組】 

①生涯にわたる生活習慣病の予防と重症化予防 

②がんの発症予防と早期発見 

③市民による健康づくり活動の推進 

 

 

【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

特定健診受診率 現況４５％を５５％程度に向上させる 
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総合戦略「基本目標②」「基本目標④」の達成を目指す分野となります。 

 人材育成を地域創生のはじまりと位置づけ、郷土に誇りを持って未来に進む若者を

応援し、多様な可能性にチャレンジする人材を支援します。 

  

◆政策Ｐ８：ふるさとづくりの推進による地域戦略 

 

●施策１：ふるさと発見プロジェクト「阿蘇の魅力は無限大！！」 

阿蘇の歴史や文化を再認識することで、阿蘇の強みや魅力を市民が共有できる取り

組みを推進します。また、「阿蘇ファン」を増やすための情報発信を強化し、ふるさ

と納税制度等の有効活用による財源の確保にも努めます。 

 

【取 組】 

 ①歴史・文化・自然・阿蘇の達人を活かした“阿蘇学”の創作 

②住み続けたい阿蘇の発信強化 

 ③阿蘇サポーター・ファンの創出・拡充 

 ④世界文化遺産への登録推進 

 

【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

SNS による情報発信の閲覧者数 ３０，０００人に伸ばす 

 

 

 

●施策２：ふるさと応援プロジェクト「阿蘇があなたを待っている！！」 

体育・文化活動の充実と市民参加を促進させ、世代間交流の増加による活気あるま

ちづくりを推進します。また、若者の可能性を後押しする支援体制の整備を進めます。 

 

【取 組】 

 ①若者等の地域活動への体制整備・活性化支援 

 ②特色ある文化・スポーツ活動への支援強化 

 ③若者等の可能性を広げる応援体制の整備 

 ④トップアスリート等の里帰り支援 
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【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

①総合型スポーツクラブ加入者数 

②生涯学習受講者数 

現状 272 人を 1,000 人に伸ばす 

現状 585 人を 1,000 人に伸ばす 

 

◆政策Ｐ９：学校教育の充実による地域戦略 

 

●施策１：選ばれる学校教育プロジェクト「阿蘇で学問の進め！！」 

阿蘇ならではの独自カリキュラムとＩＣＴを活用した教育環境の充実をはかり、児

童生徒が誇れる学校づくりを進めます。 

 

【取 組】 

①ＩＣＴ活用型独自カリキュラムの推進 

 ②スーパーティーチャーによる特別授業の実施 

③地元食材を活用した給食の提供 

④安心安全な学校環境の整備 

⑤魅力ある体験型学習の創出 

⑥特色ある学校教育の発信強化 

 

【２０２５年度の成果目標（KPI）】 

熊本県学力調査で県平均を上回

った項目数の割合 
現状３３％を７０％へ向上させる 

 

 


